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本校における熱中症対策について 
 

  国や札幌市の指針に基づき、本校では、６月から９月の４か月間、熱中症対策として以下のよう

に行います。 

 

１．暑さ指数の測定と活用 
活動の場所や種類に関わらず、暑さ指数に基づいて活動実施を判断します。 

〇運動に係る基本的な指針 （体育授業、休み時間の遊び（体育館・グラウンド）において） 

・暑さ指数が３１以上「危険」の時、運動は全て中止となります。 

・暑さ指数が２８以上「厳重警戒」の時、激しい運動は中止となります。 

・熱中症警戒アラートが発表された場合、原則次の活動は中止となります。 

 体育の授業（屋内及び水泳学習を含む）・屋外での活動（校外学習、休み時間なども含む） 

 
気温 

（参考） 

暑さ指数 
（WBGT） 

熱中症予防運動指針 

35℃以上 31以上 
「危険」 

運動は原則中止 

特別の場合以外は運動を中止する。  

特に子どもの場合には中止すべき。 

 

31～34℃ ２８～３０ 
「厳重警戒」 

激しい運動は中止 

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など

体温が上昇しやすい運動は避ける。10～20 分おきに休

憩をとり水分・塩分の補給を行う。 

暑さに弱い人は運動を軽減または中止。 

28～30℃ ２５～２７ 
「警戒」 

積極的に休憩 

熱中症の危険が増すので、積極的に休息をとり適宜、水

分・塩分を補給する。 

激しい運動では、30分おきくらいに休憩をとる。 

24～27℃ ２１～２４ 
「注意」 

積極的に水分補給 

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。 

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的

に水分・塩分を補給する。 

24℃未満 ２１未満 
「ほぼ安全」 

適宜水分補給 

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補

給は必要である。 

市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するの

で注意。 

（参考：日本スポーツ協会） 

２．教室の環境を整える 

 （１）窓用エアコンの有効活用 

   ・各クラス 1台以上、窓用エアコンが設置されます。 

   ・遮光カーテンを併用し教室扉を閉めるなど、効率よく教室を冷やします。 
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 （２）遮光カーテンの有効活用 

   ・エアコンと併用して使います。 

   ・放課後、カーテンを閉めることで、朝日による日射を防ぎます。 

 （３）扇風機やサーキュレーターの有効活用 

   ・涼感を高めるのではなく、空気の流れをつくる道具とします。 

   ・クラス全体が涼しくなるように、教室内の空気をよどまないようにします。 

 （４）涼しい教室の積極的活用 

   ・猛暑で暑さ指数が高いとき、1階の特別教室を有効に活用していきます。 

   ・特別教室の効果的な差配を行います。 

 （５）空き教室のエアコンの稼働状況 

   ・窓やドアの開放等により、エアコンの利きが良くなるよう環境を整えます。 

 

３．児童への指導等 

（１）５～９月は熱中症対策として、水筒を持参するよう指導します。 

こまめに水分補給をするよう指導します。 

教室内では、床や机上に置かずに机の横に掛けるよう指導し 

ます。 

水筒の水やお茶がなくなった場合は、学校の水道の水を補給します。 

活動前にまず水分補給を行い、活動中も暑さによっては補給させます。 

中身は水かお茶など。 ※スポーツドリンクについては、運動会や遠足等の激しく汗をかくような行事や、 

                          その他保護者の方が必要と判断された場合に限り、可とします。 

 

 

 

 

（２）毎朝の健康チェックを丁寧に行い、児童の体調の把握に努めます。 

      睡眠不足、朝食ぬき、病み上がり等の児童はリスクが高まりますので、御家庭での健康管理

をお願いいたします。 

（３）活動中も児童の体調の把握に努めます。 

      体育活動前・活動中・活動後の教諭による健康状態の把握を行います。 

（４）体調が悪くなった場合には、ためらうことなく教職員に伝えるよう指導します。 

      言い出しやすい環境づくりに留意します。 

（５）マスクをしたままの活動は、熱中症のリスクが高まる危険性があることを指導します。 

    体育の授業中、グラウンド及び体育館での休み時間の遊びでは、マスクを外すように声を

かけます。 

（６）気温や活動に合わせた服装を呼びかけます。 

      活動前や活動中にパーカーやジャージの上を脱ぐよう、声をかけます。 

（７）運動中、積極的に休憩を取り入れるよう考慮し、指導します。 

５月～9月 
熱中症対策とし

て、水筒を持たせてく
ださい。 
よろしくお願いいたします。 

【熱中症予防の水分補給について】学校医にお話を伺いました。水分補給は水かお茶で十分で、甘

いものは常飲する水分としてはあまり好ましくないとのことです。（糖分の摂り過ぎとなるため） 

水分補給のみではなく、きちんと朝食を摂ることや十分な睡眠などの基本的な生活リズムを送る

ことが熱中症予防には大切というお話でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


